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坂井地区広域連合
　
平
成
29
年
10
月
８
日
（
日
）
に
、
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
霞
の
郷
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
自
立
支
援
」
と
「
重
度
化
防
止
」
に
資

す
る
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

と
、
坂
井
地
区
全
体
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
あ

た
ご
研
究
所
の
後

藤
佳
苗
先
生
か
ら

講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
な
ど
に
所

属
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
約
110
名
が

参
加
し
、
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
な
が

ら
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、『
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
』
と
い
う
目
標
を
持

ち
、
実
現
の
た
め
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
選
ぶ
こ
と

で
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
生
活
の
設
計
図
。
自
立
し
た
生
活
を

続
け
る
た
め
に
、
目
標
や
希
望
を
積
極
的
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

坂
井
地
区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会（
第
１
回
）

〜
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
〜

ケ
ア
プ
ラ
ン
は

家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

お
任
せ
で
大
丈
夫
？
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介護保険料の納期限は
第6期　　　　　　12月25日（月）
第7期　平成30年　 1月25日（木）
第8期　　　　　　  2月26日（月）

※納期限までに納めましょう。

編
集
後
記

　
自
分
が
高
齢
に
な
り
、
何
ら

か
の
理
由
で
自
宅
に
住
み
続
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
時
、
暮
ら
し

は
ど
う
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す

か
。
誰
で
も
、「
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に…

」
と
考
え
る
と
思

い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し

て
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
厳
寒
だ
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
て
、
良
い
新
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

（
Ｍ
ａ
）
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　加齢によって心身の活力が衰える「フレ
イル（虚弱）」の予防に向けフレイルチェック
が開催されました。地域の高齢者もサポー
ターも楽しく参加されていました。

（詳細は P4 ～Ｐ5）

ケアプラン作成を任せきりにしてしまうと・・・

「よくわからないから」と
いってケアプランの作成を
任せてしまう

改善したいことがはっき
りしないまま、介護サービ
スを受けてしまう

要介護度が上がってしまった…

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

あわら市    坂井市          計

139（-23）

132（-11）

433（+26)

221（-8）

195（+3）

250（-8）

172（-7）

1,542（-28）

410（-94）

376（-21）

1,126（+10）

625（-17）

517（+27）

706（-11）

473（+17）

4,233（-89）

549（-117）

508（-32）

1,559（+36）

846（-25）

712（+30）

956(-19）

645（+10）

5,775（-117）

（人）

（　）内は前年同月比(平成29年10月末現在)

認定者
5,775人

要支援１
9.5％
要支援１
9.5％

要支援2
8.8％
要支援2
8.8％

要介護1
27.0％
要介護1
27.0％

要介護2
14.6％
要介護2
14.6％

要介護3
12.3％
要介護3
12.3％

要介護4
16.6％
要介護4
16.6％

要介護5
11.2％
要介護5
11.2％

要介護等認定者数の状況

8

フレイル チェック中フレイル チェック中

立ち上がり測定中立ち上がり測定中



平
成
28
年
度

　
平
成
28
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
一
般
会
計
お
よ
び
介
護

保
険
特
別
会
計
な
ら
び
に
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　※

１
　
金
額
は
原
則
千
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

　※

２
　
比
率
は
小
数
点
第
２
位
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

一 
般 
会 

計
　

介
護
保
険
特
別
会
計

代
官
山
墓
地
特
別
会
計

各
会
計
決
算
報
告

　
平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
億
２
，
１
１
０
万

８
千
円
（
対
前
年
比
0.
3
％
減
）、
歳
出
総
額
２
億
１
，
４
９

２
万
円
（
対
前
年
比
1.
5
％
減
）
で
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
６
１
８
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　

歳
入
　
総
額
２
億
２
，
１
１
０
万
８
千
円

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
構
成
市
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）
か

ら
の
負
担
金
１
億
８
，
７
３
７
万
２
千
円
、
次
に
葬
祭
場
や
霊

柩
車
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
使
用
料
及
び
手
数
料
１
，
９
７
１

万
８
千
円
で
す
。

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
96.

7
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出
　
総
額
２
億
１
，
４
９
２
万
円

　
歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
４
，
２

１
７
万
９
千
円
で
、
広
域
連
合
議
会
議
員
な
ど
の
報
酬
お
よ
び

広
域
連
合
職
員
の
給
与
で
す
。

　
物
件
費
は
１
億
５
，２
６
２
万
５
千
円
で
主
な
も
の
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
再
構
築
業
務
委
託
料
１
７
０
万
６
千
円
、
代
官
山
斎

苑
指
定
管
理
者
委
託
料
３
，
７
４
７
万
２
千
円
、
し
尿
処
理
維

持
管
理
・
運
営
委
託
料
９
，
１
４
５
万
３
千
円
、
一
般
廃
棄
物

処
理
委
託
料
４
０
８
万
１
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
維
持
補
修
費
は
５
１
９
万
６
千
円
で
主
な
も
の
は
、
高
圧
引

込
電
気
設
備
更
新
工
事
74
万
５
千
円
、
代
官
山
斎
苑
の
火
炉
台

車
耐
火
物
取
替
等
工
事
４
０
５
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
補
助
費
等
は
３
３
８
万
円
で
主
な
も
の
は
、
今
井
地

区
農
道
舗
装
工
事
費
負
担
金
２
２
６
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　
積
立
金
は
、
１
７
６
万
９
千
円
で
、
霊
柩
車
購
入
基
金
積
立

金
な
ど
で
す
。

歳
出
　
総
額
１
０
５
億
９
，
５
７
５
万
２
千
円

　
歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
１
億
１

４
６
万
３
千
円
で
、
介
護
認
定
審
査
会
委
員
報
酬
お
よ
び
広
域

連
合
職
員
の
給
与
な
ど
で
す
。

　
物
件
費
は
４
億
１
，
５
１
１
万
７
千
円
で
構
成
市
へ
の
地
域

支
援
事
業
費
３
億
１
，
４
１
４
万
円
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
記

入
手
数
料
２
，
５
４
５
万
５
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
扶
助
費
は
居
宅
お
よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
給
付

費
と
し
て
98
億
８
，
８
５
３
万
４
千
円
で
決
算
総
額
の
93.

3
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
補
助
費
等
１
億
３
，
３
０
６
万
２
千
円
は
前
年
度
保
険
給
付

費
精
算
に
よ
る
国
、
県
等
へ
の
精
算
返
還
金
な
ど
で
す
。

　
積
立
金
は
、
５
，
７
５
７
万
６
千
円
で
、
介
護
保
険
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
立
金
３
，
６
９
３
万
２
千
円
お
よ
び
介
護
福
祉

推
進
基
金
へ
の
積
立
金
２
，
０
６
４
万
４
千
円
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
７
９
万
８
千
円
（
対
前
年
比
43.

3
％

減
）、
歳
出
総
額
（
対
前
年
比
51.

1
％
減
）
２
３
１
万
９
千
円
で
、
歳
入
総
額
か

ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
47
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
墓

地
使
用
料
お
よ
び
維
持
費
２

５
８
万
３
千
円
、
前
年
度
繰

越
金
19
万
８
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主

財
源
の
割
合
は
1
0
0
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

　
歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質

別
に
み
る
と
、
消
費
的
経
費

は
物
件
費
の
２
１
０
万
４
千

円
で
決
算
総
額
の
90.

7
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
物
件
費
の
主
な
も
の
で
は
、

指
定
管
理
者
委
託
料
２
０
５

万
７
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
積
立
金
は
21
万

５
千
円
で
、
決
算
総
額
の

9.
3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１
０
８
億
９
，
１
６

９
万
４
千
円
（
対
前
年
比
1.
2
％
増
）、歳
出
総
額
１
０
５
億
９
，

５
７
５
万
２
千
円
（
対
前
年
比
0.
2
％
減
）
で
、
歳
入
総
額
か

ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
２
億
９
，
５
９
４
万

２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
　
総
額
１
０
８
億
９
，
１
６
９
万
４
千
円

　
歳
入
を
性
質
別
に
み
る
と
、
自
主
財
源
は
41
億
２
，
９
８
４

万
４
千
円
で
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
 
. 

0
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
も
の
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の

介
護
保
険
料
24
億
６
５
２
万
４
千
円
、
保
険
給
付
費
や
要
介
護

認
定
事
務
な
ど
の
構
成
市
負
担
金
15
億
３
，
９
２
８
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
は
67
億
６
，
１
８
５
万
円
で
歳
入
総
額
に

占
め
る
割
合
は
62.

0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
等
に
か
か
る
国
庫
支
出
金
24
億

５
７
１
万
３
千
円
、
県
支
出
金
15
億
５
，
０
６
５
万
円
、
支
払

基
金
交
付
金
（
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
）

の
介
護
保
険
料
）
28
億
５
４
８
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入総額
2億

2,110万8千円

歳出総額
2億

1,492万円

自主財源 96.7％

依存財源　
3.3％

分担金及び負担金　
1億8,737万2千円

（84.7％）

使用料及び
手数料　 　 
1,971万8千円

（8.9％）

財産収入　　　 　　 　
284万5千円

（1.3％）

繰越金　　　　　　　　
351万4千円 

（1.6％）

諸収入　　　　　 　　  
41万6千円（0.2％）
国庫支出金　　　　　　
483万4千円 （2.2％）

県支出金　　　　　　　
240万9千円 （1.1％）

人件費　　　　　　　
4,217万9千円

（19.6％）

維持補修費　519万6千円（2.4％）

補助費等　　338万円（1.6％）

積立金　　　176万9千円（0.8％）

操出金　　　977万1千円（4.5％）

物件費　　　　　
1億5,262万5千円

（71.1％）

38

歳入総額
108億

9,169万4千円

自
主
財
源
　

38.0
％

依
存
財
源
　

62.0
％

保険料　　　　　　
24億652万4千円

（22.1％）

支払基金交付金  
28億548万7千円

（25.8％）

県支出金         
15億5,065万円　 

（14.2％）

分担金及び負担金　
15億3,928万1千円

（14.1％）

財産収入　12万5千円（0.0％）
使用料及び手数料　29万5千円（0.0％）

繰入金　2,741万1千円（0.3%）
繰越金　1億3,929万円（1.3％）
諸収入　1,691万8千円（0.2％）

国庫支出金       
24億571万3千円

（22.0％）

国庫支出金       
24億571万3千円

（22.0％）

歳出総額
105億

9,575万2千円

積立金 　　　　 　
5,757万6千円

（0.5％）

扶助費　　   　　　
98億8,853万4千円

（93.3％）

物件費　　　　　　　
4億1,511万7千円

（3.9％）

人件費　　　　　　　
1億146万3千円（1.0％）

補助費等　　　　　　
1億3,306万2千円

（1.3％）

平成28年度　保険給付費の財源内訳　保険給付費９９億７０万２千円

公費  50％

国庫負担金
18億225万3千円

県負担金
14億

1,546万2千円

構成市負担金
12億

3,758万3千円

支払基金交付金
27億7,218万6千円

（第2号被保険者保険料）

保険料　50％

国庫負担金（調整交付金）
4億1,057万6千円

基金繰入金
472万8千円

低所得者保険料軽減負担金 966万円

介護給付費に係る返納金等
43万1千円

第１号被保険者保険料
22億4,782万3千円

介護保険は、介護が必要な方を社会全体で支え合い、介護サービスに要する費用の半分（50％）を公費（国・県・市町村）で負担し、

残りの28％を40歳から64歳までの方が、22％を65歳以上の方が保険料として負担する仕組みです。

歳
入
　
総
額
２
７
９
万
８
千
円

歳
出
　
総
額
２
３
１
万
９
千
円

歳入総額
279万8千円

歳出総額
231万9千円

自主財源　100％

繰越金　　　　　　 
19万8千円

（7.1％）

使用料及び手数料　
258万3千円

（92.3％）

物件費　　　　　　
210万4千円

（90.7％）

積立金
21万5千円

（9.3％）

財産収入　　　　　　
1万7千円

（0.6％）
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平
成
28
年
度

　
平
成
28
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
一
般
会
計
お
よ
び
介
護

保
険
特
別
会
計
な
ら
び
に
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　※

１
　
金
額
は
原
則
千
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

　※

２
　
比
率
は
小
数
点
第
２
位
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

一 

般 

会 

計
　

介
護
保
険
特
別
会
計

代
官
山
墓
地
特
別
会
計

各
会
計
決
算
報
告

　
平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
億
２
，
１
１
０
万

８
千
円
（
対
前
年
比
0.
3
％
減
）、
歳
出
総
額
２
億
１
，
４
９

２
万
円
（
対
前
年
比
1.
5
％
減
）
で
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
６
１
８
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　

歳
入
　
総
額
２
億
２
，
１
１
０
万
８
千
円

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
構
成
市
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）
か

ら
の
負
担
金
１
億
８
，
７
３
７
万
２
千
円
、
次
に
葬
祭
場
や
霊

柩
車
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
使
用
料
及
び
手
数
料
１
，
９
７
１

万
８
千
円
で
す
。

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
96.

7
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出
　
総
額
２
億
１
，
４
９
２
万
円

　
歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
４
，
２

１
７
万
９
千
円
で
、
広
域
連
合
議
会
議
員
な
ど
の
報
酬
お
よ
び

広
域
連
合
職
員
の
給
与
で
す
。

　
物
件
費
は
１
億
５
，２
６
２
万
５
千
円
で
主
な
も
の
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
再
構
築
業
務
委
託
料
１
７
０
万
６
千
円
、
代
官
山
斎

苑
指
定
管
理
者
委
託
料
３
，
７
４
７
万
２
千
円
、
し
尿
処
理
維

持
管
理
・
運
営
委
託
料
９
，
１
４
５
万
３
千
円
、
一
般
廃
棄
物

処
理
委
託
料
４
０
８
万
１
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
維
持
補
修
費
は
５
１
９
万
６
千
円
で
主
な
も
の
は
、
高
圧
引

込
電
気
設
備
更
新
工
事
74
万
５
千
円
、
代
官
山
斎
苑
の
火
炉
台

車
耐
火
物
取
替
等
工
事
４
０
５
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
補
助
費
等
は
３
３
８
万
円
で
主
な
も
の
は
、
今
井
地

区
農
道
舗
装
工
事
費
負
担
金
２
２
６
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　
積
立
金
は
、
１
７
６
万
９
千
円
で
、
霊
柩
車
購
入
基
金
積
立

金
な
ど
で
す
。

歳
出
　
総
額
１
０
５
億
９
，
５
７
５
万
２
千
円

　
歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
１
億
１

４
６
万
３
千
円
で
、
介
護
認
定
審
査
会
委
員
報
酬
お
よ
び
広
域

連
合
職
員
の
給
与
な
ど
で
す
。

　
物
件
費
は
４
億
１
，
５
１
１
万
７
千
円
で
構
成
市
へ
の
地
域

支
援
事
業
費
３
億
１
，
４
１
４
万
円
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
記

入
手
数
料
２
，
５
４
５
万
５
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
扶
助
費
は
居
宅
お
よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
給
付

費
と
し
て
98
億
８
，
８
５
３
万
４
千
円
で
決
算
総
額
の
93.

3
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
補
助
費
等
１
億
３
，
３
０
６
万
２
千
円
は
前
年
度
保
険
給
付

費
精
算
に
よ
る
国
、
県
等
へ
の
精
算
返
還
金
な
ど
で
す
。

　
積
立
金
は
、
５
，
７
５
７
万
６
千
円
で
、
介
護
保
険
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
立
金
３
，
６
９
３
万
２
千
円
お
よ
び
介
護
福
祉

推
進
基
金
へ
の
積
立
金
２
，
０
６
４
万
４
千
円
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
７
９
万
８
千
円
（
対
前
年
比
43.

3
％

減
）、
歳
出
総
額
（
対
前
年
比
51.

1
％
減
）
２
３
１
万
９
千
円
で
、
歳
入
総
額
か

ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
47
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
墓

地
使
用
料
お
よ
び
維
持
費
２

５
８
万
３
千
円
、
前
年
度
繰

越
金
19
万
８
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主

財
源
の
割
合
は
1
0
0
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

　
歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質

別
に
み
る
と
、
消
費
的
経
費

は
物
件
費
の
２
１
０
万
４
千

円
で
決
算
総
額
の
90.

7
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
物
件
費
の
主
な
も
の
で
は
、

指
定
管
理
者
委
託
料
２
０
５

万
７
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
積
立
金
は
21
万

５
千
円
で
、
決
算
総
額
の

9.
3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１
０
８
億
９
，
１
６

９
万
４
千
円
（
対
前
年
比
1.
2
％
増
）、歳
出
総
額
１
０
５
億
９
，

５
７
５
万
２
千
円
（
対
前
年
比
0.
2
％
減
）
で
、
歳
入
総
額
か

ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
２
億
９
，
５
９
４
万

２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
　
総
額
１
０
８
億
９
，
１
６
９
万
４
千
円

　
歳
入
を
性
質
別
に
み
る
と
、
自
主
財
源
は
41
億
２
，
９
８
４

万
４
千
円
で
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
 
. 

0
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
も
の
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の

介
護
保
険
料
24
億
６
５
２
万
４
千
円
、
保
険
給
付
費
や
要
介
護

認
定
事
務
な
ど
の
構
成
市
負
担
金
15
億
３
，
９
２
８
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
は
67
億
６
，
１
８
５
万
円
で
歳
入
総
額
に

占
め
る
割
合
は
62.

0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
等
に
か
か
る
国
庫
支
出
金
24
億

５
７
１
万
３
千
円
、
県
支
出
金
15
億
５
，
０
６
５
万
円
、
支
払

基
金
交
付
金
（
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
）

の
介
護
保
険
料
）
28
億
５
４
８
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入総額
2億

2,110万8千円

歳出総額
2億

1,492万円

自主財源 96.7％

依存財源　
3.3％

分担金及び負担金　
1億8,737万2千円

（84.7％）

使用料及び
手数料　 　 
1,971万8千円

（8.9％）

財産収入　　　 　　 　
284万5千円

（1.3％）

繰越金　　　　　　　　
351万4千円 

（1.6％）

諸収入　　　　　 　　  
41万6千円（0.2％）
国庫支出金　　　　　　
483万4千円 （2.2％）

県支出金　　　　　　　
240万9千円 （1.1％）

人件費　　　　　　　
4,217万9千円

（19.6％）

維持補修費　519万6千円（2.4％）

補助費等　　338万円（1.6％）

積立金　　　176万9千円（0.8％）

操出金　　　977万1千円（4.5％）

物件費　　　　　
1億5,262万5千円

（71.1％）

38

歳入総額
108億

9,169万4千円

自
主
財
源
　

38.0
％

依
存
財
源
　

62.0
％

保険料　　　　　　
24億652万4千円

（22.1％）

支払基金交付金  
28億548万7千円

（25.8％）

県支出金         
15億5,065万円　 

（14.2％）

分担金及び負担金　
15億3,928万1千円

（14.1％）

財産収入　12万5千円（0.0％）
使用料及び手数料　29万5千円（0.0％）

繰入金　2,741万1千円（0.3%）
繰越金　1億3,929万円（1.3％）
諸収入　1,691万8千円（0.2％）

国庫支出金       
24億571万3千円

（22.0％）

国庫支出金       
24億571万3千円

（22.0％）

歳出総額
105億

9,575万2千円

積立金 　　　　 　
5,757万6千円

（0.5％）

扶助費　　   　　　
98億8,853万4千円

（93.3％）

物件費　　　　　　　
4億1,511万7千円

（3.9％）

人件費　　　　　　　
1億146万3千円（1.0％）

補助費等　　　　　　
1億3,306万2千円

（1.3％）

平成28年度　保険給付費の財源内訳　保険給付費９９億７０万２千円

公費  50％

国庫負担金
18億225万3千円

県負担金
14億

1,546万2千円

構成市負担金
12億

3,758万3千円

支払基金交付金
27億7,218万6千円

（第2号被保険者保険料）

保険料　50％

国庫負担金（調整交付金）
4億1,057万6千円

基金繰入金
472万8千円

低所得者保険料軽減負担金 966万円

介護給付費に係る返納金等
43万1千円

第１号被保険者保険料
22億4,782万3千円

介護保険は、介護が必要な方を社会全体で支え合い、介護サービスに要する費用の半分（50％）を公費（国・県・市町村）で負担し、

残りの28％を40歳から64歳までの方が、22％を65歳以上の方が保険料として負担する仕組みです。

歳
入
　
総
額
２
７
９
万
８
千
円

歳
出
　
総
額
２
３
１
万
９
千
円

歳入総額
279万8千円

歳出総額
231万9千円

自主財源　100％

繰越金　　　　　　 
19万8千円

（7.1％）

使用料及び手数料　
258万3千円

（92.3％）

物件費　　　　　　
210万4千円

（90.7％）

積立金
21万5千円

（9.3％）

財産収入　　　　　　
1万7千円

（0.6％）
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フ
レ
イ
ル
と
は
、「
健
康
な
状
態
」と「
介

護
が
必
要
と
な
る
状
態
」の
中
間
の
状
態

で
、心
身
の
活
力（
筋
力
、認
知
機
能
、社
会

と
の
つ
な
が
り
な
ど
）が
低
下
し
た
状
態

の
こ
と
で
す
。フ
レ
イ
ル
は
、虚
弱
を
意
味

す
る
英
語「
ｆ
ｒ
ａ
ｉ
ｌ
ｔ
ｙ
」を
語
源
と

し
て
作
ら
れ
た
言
葉
で
、多
く
の
人
が
健

康
な
状
態
か
ら
フ
レ
イ
ル
の
段
階
を
経

て
、要
介
護
状
態
に
至
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。フ
レ
イ
ル
の
特
徴
は
、筋
肉
量
が

少
な
く
な
っ
て
起
き
る
身
体
的
な
衰
え
だ

け
で
な
く
、認
知
機
能
が
低
下
し
た
り
心

が
沈
ん
だ
り
す
る
認
知
・
心
理
的
な
衰
え
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
減
っ
て
閉
じ
こ
も
っ

た
り
す
る
社
会
性
の
衰
え
な
ど
の
多
面
性

が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
重
な
り
合
い
影
響

し
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。早
い
時
期
に

フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
見
つ
け
て
、日
常
生

活
を
見
直
す
な
ど
の
適
切
な
対
応
を
と
れ

ば
、フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
抑
え
た
り
、再
び

健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
の

調
査
結
果
に
よ
り
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参

加
」の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。ま
ず
、重
要
な
の
が「
栄
養
」で
す
。高

齢
に
な
る
と
、食
欲
が
落
ち
た
り
、か
む
力

や
飲
み
込
む
力
が
衰
え
た
り
し
て
、低
栄

養
に
な
り
が
ち
な
の
で
、筋
肉
の
素
と
な

る
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
毎
日
の
食
事
の

中
で
し
っ
か
り
と
摂
る
こ
と
が
必
要
で

す
。次
に「
運
動
」で
す
が
、筋
肉
は
、使
わ

な
い
と
ど
ん
ど
ん
衰
え
て
い
く
の
で
、い

つ
も
よ
り
少
し
早
く
歩
く
、長
い
距
離
を

散
歩
す
る
な
ど
、毎
日
、意
識
し
て
身
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。自
分
に
で

き
そ
う
な
簡
単
な
筋
ト
レ
を
取
り
入
れ

る
こ
と
も
筋
力
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、「
社
会
参
加
」で
す
が
、趣
味
の

活
動
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
は
、外
出
の

機
会
が
増
え
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
し
、仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
こ
と
で
、気
持
ち
が
明
る
く
な
る

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。「
栄
養
」「
運
動
」

「
社
会
参
加
」の
３
つ
を
あ
わ
せ
て
取
り

組
む
こ
と
が
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
福
井
県
が
東
京
大
学
高

齢
社
会
総
合
研
究
機
構
と
ジ
ェ
ロ
ン
ト

ロ
ジ
ー（
総
合
長
寿
学
）共
同
研
究
協
定

を
締
結
し
た
こ
と
を
受
け
、坂
井
地
区

（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）を
モ
デ
ル
地
区
と

し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
で
は
、東
京
大
学

高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
が
開
発
し
た

「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」に
よ
り
、自
分
の

健
康
状
態
を
楽
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て

日
々
の
生
活
を
振
り
返
り
、参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
目
的
と
な
り
ま
す
。

　
８
月
7
日（
月
）に
は
、フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
担
い
手
と
な
る
19
名
の
市

民
サ
ポ
ー
タ
ー
（
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
）が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の
後
、フ
レ

イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
８
月
24

日（
木
）の
あ
わ
ら
市
細
呂
木
地
区
を
皮
切

り
に
坂
井
地
区
内
３
か
所
で
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、参
加
者
が
楽
し

く
参
加
し
、今
後
の
生
活
の
中
で
フ
レ
イ

ル
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、い
つ
も
工

夫
し
な
が
ら
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、徐
々
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
地
区
を
拡
大
し
、坂
井
地
区
内
全

域
に
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
組
み
を
拡
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

フ
レ
イ
ル
を

予
防
し
よ
う

栄　養

社会参加

運　動

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は

坂
井
地
区
の
取
組
み

STOP FRAILTY

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す
。

「
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
・・・
」　
　

　
　
　
　
　

　
経
管
栄
養
で
入
所
さ
れ
た
人
の「
美
味
し

い
も
の
が
食
べ
た
い
」「
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た

い
」と
い
う
願
い
を
叶
え
た
い
。看
護
、介
護
、

管
理
栄
養
士
、歯
科
衛
生
士
な
ど
多
職
種
が

連
携
し
、経
管
栄
養
か
ら
経
口
栄
養
へ
の
移

行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。再
び
経
口

摂
取
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
し
た
。

　
安
全
な
食
事
が
で
き
る
よ
う
、頭
部
を

し
っ
か
り
起
こ
し
、一
口
ず
つ
飲
み
込
ん
だ

か
ど
う
か
、ま
た
、口
の
中
に
残
さ
れ
た
食
べ

物
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
。姿
勢
、口
腔
衛

生
の
状
態
な
ど
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
、継
続
し
て
安
全
に
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る

よ
う
食
事
援
助
し
ま
し
た
。

　
本
人
の
良
好
な
機
能
や
能
力
を
引
き
出
す

た
め
に「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
よ

う
に
」支
援
。本
人
の
頑
張
り
も
あ
り
、胃
ろ

う
併
用
の
昼
食（
主
食+

主
菜
の
み
）の
提
供

を
開
始
。状
態
を
見
て
、常
食
の
回
数
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、ほ
ぼ
離
床
な
し
、寝
た
き
り
状
態
か

ら
、少
し
ず
つ
歩
行
が
で
き
る
よ
う
歩
行
訓

練
を
開
始
。さ
ら
に
、水
分
を
摂
取
す
る
よ
う

こ
ま
め
に
声
を
か
け
、摂
取
量
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
歩
行
、食
事
、ト
イ
レ
動
作
な
ど
日
常
の
生

活
を
営
む
た
め
の
能
力
に
向
上
が
見
ら
れ
、

念
願
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に
行
く
こ
と
に
成

功
。こ
の
日
を
指
折
り
数
え
な
が
ら
、と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。願
い
が
叶
い
、表

情
が
明
る
く
な
り
、行
事
へ
の
参
加
も
増
え

ま
し
た
。今
現
在
は
胃
ろ
う
を
使
用
せ
ず
、三

食
と
も
常
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「『
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焼
肉
を
食
べ
に
行
き
た
い
』と
生

き
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き
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て
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す
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べ
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。
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　「
介
護
保
険
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
い
総
会
」

が
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
総
会
後
に
発
表
さ
れ
た
事
業
所
の
取
組
み
に
つ
い

て
今
回
取
材
し
ま
し
た
。
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す
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坂
井
地
区
広
域
連
合
で
は
、
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広

く
募
集
し
ま
す
。

 

坂
井
地
区
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）

の
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
給
付
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
提
供
体
制
の
整
備
や
、
介
護
保

険
料
な
ど
の
事
項
を
定
め
る
事
業
計

画
で
す
。



　
フ
レ
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と
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介
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必
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葉
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介
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健
康
な
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。
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京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
の

調
査
結
果
に
よ
り
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参

加
」の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。ま
ず
、重
要
な
の
が「
栄
養
」で
す
。高

齢
に
な
る
と
、食
欲
が
落
ち
た
り
、か
む
力

や
飲
み
込
む
力
が
衰
え
た
り
し
て
、低
栄

養
に
な
り
が
ち
な
の
で
、筋
肉
の
素
と
な

る
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
毎
日
の
食
事
の

中
で
し
っ
か
り
と
摂
る
こ
と
が
必
要
で

す
。次
に「
運
動
」で
す
が
、筋
肉
は
、使
わ

な
い
と
ど
ん
ど
ん
衰
え
て
い
く
の
で
、い

つ
も
よ
り
少
し
早
く
歩
く
、長
い
距
離
を
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取
す
る
よ
う

こ
ま
め
に
声
を
か
け
、摂
取
量
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
歩
行
、食
事
、ト
イ
レ
動
作
な
ど
日
常
の
生

活
を
営
む
た
め
の
能
力
に
向
上
が
見
ら
れ
、

念
願
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に
行
く
こ
と
に
成

功
。こ
の
日
を
指
折
り
数
え
な
が
ら
、と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。願
い
が
叶
い
、表

情
が
明
る
く
な
り
、行
事
へ
の
参
加
も
増
え

ま
し
た
。今
現
在
は
胃
ろ
う
を
使
用
せ
ず
、三

食
と
も
常
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「『
次
は
焼
肉
を
食
べ
に
行
き
た
い
』と
生

き
生
き
し
て
い
ま
す
。口
か
ら
食
べ
る
力
と

喜
び
を
取
り
戻
し
、嬉
し
そ
う
に
食
べ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、励
み
に
な
り
ま
す
」と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。家
族
は「
母
に
会
い
に
来
る

こ
と
が
楽
し
み
」「
元
気
に
な
っ
て
く
れ
て
嬉

し
い
」と
話
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

※

　「
介
護
保
険
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
い
総
会
」

が
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
総
会
後
に
発
表
さ
れ
た
事
業
所
の
取
組
み
に
つ
い

て
今
回
取
材
し
ま
し
た
。

            

プ
ラ
イ
ム
ハ
イ
ツ
春
江
　

　
　
　
　
看
護
職
　
沢
辺 

さ
や
か
さ
ん

　
　
　
　
介
護
職
　
山
本
　 

晴
花
さ
ん

　
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
に
携
わ
る
人
が
専
門

的
な
知
識
を
生
か
し
協
力
し
な
が
ら
、高
齢
者

の
自
立
支
援
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
立
支
援
に
向
け
た

介
護
保
険
事
業
所
の
取
組
み

●
募
集
期
間
　
　

　
平
成
29
年 

12
月
20
日（
水
）〜

　
平
成
30
年 

１
月
９
日（
火
）

　（
土
日
祝
、お
よ
び
12
月
29
日
〜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
3
日
を
除
く
）

●
閲
覧
方
法
　
　

　
募
集
期
間
内
に
、左
記
に
て
閲
覧
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　 

・
坂
井
地
区
広
域
連
合
お
よ
び

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　 

・
あ
わ
ら
市
健
康
長
寿
課

　 

・
坂
井
市
健
康
長
寿
課（
高
齢
福
祉
）、

      

各
支
所
地
域
振
興
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

●
提
出
方
法
　

　
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　

　
坂
井
地
区
広
域
連
合 

介
護
保
険
課

   

T
E
L  

9
1 

ー 

3
3
0
9（
直
通
）　

   

F
A
X  

7
2 

ー 

3
3
0
6

   

E
メ
ー
ル  kaigo@

kouiki.sakai.fukui.jp

　
　

（東京大学高齢社会総合研究機構　飯島勝矢監修　「フレイル予防ハンドブック」より）
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坂
井
地
区
広
域
連
合
で
は
、
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広

く
募
集
し
ま
す
。

 

坂
井
地
区
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）

の
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
給
付
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
提
供
体
制
の
整
備
や
、
介
護
保

険
料
な
ど
の
事
項
を
定
め
る
事
業
計

画
で
す
。



代
官
山
斎
苑
で

  
小
さ
な
お
葬
式
が
で
き
ま
す

〜
家
族
や
親
し
い
友
人
で
温
か
く
見
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
お
葬
式
の
形
〜

▲ロビー　　
休憩や収骨を待つ間などに利用
できます。

葬儀の種類

直葬の場合

お通夜・葬儀を行う場合

  94,000円～

192,000円～

料金（税別） 料金に含まれている主なもの

利用料金

問い合わせ先　代官山斎苑 ☎0776-81-9777
代
官
山
墓
地
使
用
者
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

          

か
ら
の
お
知
ら
せ

使
用
許
可
の
要
件

１ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず

れ
か
に
お
住
ま
い
の
人

２ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず

れ
か
に
本
籍
ま
た
は
墓
地
の
あ
る
人

使
用
料
と
維
持
費

使
用
者
お
よ
び
住
所
な
ど
の
変
更

　
墓
地
の
使
用
者
名
や
住
所
な
ど
に
変

更
が
あ
る
と
き
、
墓
地
の
使
用
許
可
証

を
紛
失
し
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

総
務
課
　
衛
生
係

　
　
☎
９
１
ー
３
３
０
８
（
直
通
）

※

使
用
許
可
の
要
件
２

に
該
当
す
る
人
は
、

こ
の
使
用
料
、
維
持

費
が
上
記
の
２
割

増
と
な
り
ま
す
。

※

使
用
料
は
、
永
代
使

用
料
で
す
。

※

維
持
費
に
つ
い
て

は
、
永
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。条
例
な
ど

の
変
更
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

37区画

57区画

平成29年11月20日現在

区画区分　    使 用 料  　 維 持 費 　残区画数

6.0㎡
（2ｍ×3ｍ）

4.0㎡
（2ｍ×2ｍ） 172,000円

228,000円

31,000円

37,000円

●
す
く
す
く
さ
か
い（
汚
泥
発
酵
肥
料
） 

　 

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

・
販
売
価
格
　
１
袋
税
込
１
０
０
円

 

内
容
量
15
㎏

 

（
１
人
５
袋
ま
で
）

・
配
布
日
時
　
毎
週
火
曜
日
、木
曜
日

 

９
時
〜
12
時

・
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の

 

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先
　
さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

 

坂
井
市
坂
井
町
今
井
一
ー

一

 

☎
７
２
ー
２
２
０
０

肥料の成分状況
（平成 29 年 8 月 23 日分析）

※窒素、リン、炭素窒素比の基準は
　あくまでも目安です。

成　　　分

窒　　　素

リ　　　ン

カ リ ウ ム

窒素炭素比

基　準　値

３.３％

４.７％

０.５％未満

５

測　定　値

４.３％

３.5％

０.２2％

５.6

第58回 広域連合議会定例会
　
第
58
回
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
11
月
1
日（
水
）に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、
6
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
お
よ
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、次
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
程
議
案
　

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
28
年
度
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）可
決

●
平
成
29
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）可
決

●
坂
井
地
区
広
域
連
合
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
質
問

♦
畑
野
　
麻
美
子 

議
員
♦

　
　 

介
護
保
険
料
滞
納
者
に
つ
い
て

　
　 

①
　
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
給
付
制
限
に
つ
い
て

　
　 

②
　
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
　

　
　 

広
域
連
合
長

①
　
介
護
保
険
制
度
で
は
被
保
険
者
間
の
公
平
を
図
る
た
め
、保
険
料
を
滞

納
し
た
場
合
は
、期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
の
一
部
を
制
限
し
ま
す
。

　
　
１
年
以
上
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、給
付
費
の
全
額
が
自
己
負
担
と
な

り
、そ
の
後
の
申
請
に
よ
り
給
付
費
を
償
還
す
る
措
置
を
行
い
ま
す
。平
成

28
年
度
中
に
14
件
の
償
還
払
い
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
、全
額

ま
た
は
分
割
納
付
に
よ
る
誓
約
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、償
還
払
い
を
実
行

し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、１
年
６
か
月
以
上
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、給
付
費
の
全
額
が
自

己
負
担
と
な
り
、償
還
申
請
後
に
償
還
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
滞
納

保
険
料
に
充
当
し
ま
す
。近
年
、こ
の
措
置
を
行
っ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
さ
ら
に
、２
年
以
上
滞
納
す
る
と
時
効
に
よ
り
保
険
料
徴
収
権
が
消
滅
す

る
た
め
、消
滅
期
間
に
応
じ
て
通
常
は
１
割
ま
た
は
２
割
の
自
己
負
担
割
合

が
３
割
に
な
る
と
と
も
に
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
給
付
を
制
限
す
る

措
置
を
行
い
ま
す
。平
成
28
年
度
中
に
11
件
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
給
付
制
限
は
、特
別
な
事
情
も
な
い
の
に
滞

納
し
て
い
る
者
に
対
す
る
処
分
で
あ
り
、保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
多
数
の
被
保
険
者
と
の
公
平
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
観
点
か
ら
、必
要
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
し
か
し
、給
付
制
限
の
適
用
を
受
け
、利
用
料
を
支
払
う
こ
と

で
生
活
が
困
窮
す
る
場
合
に
は
、給
付
制
限
の
解
除
な
ど
に
よ

り
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
制
度
で
は
、災
害
に
よ
り
住
宅
な
ど
に
著
し
い
損

害
を
受
け
た
場
合
な
ど
、特
別
な
事
情
が
あ
る
と
保
険
者
が
認

め
る
場
合
は
、通
常
ど
お
り
の
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。そ
れ
で
も
な
お
、経
済
的
に
困
窮
し
生
活
維

持
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、構
成
市
と
の
連
携
に
よ
り
生
活
相

談
に
応
じ
る
な
ど
、き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
来
は
、保
険
料
滞
納
者
を
給
付
制
限
に
至
ら
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、督
促
状
や
催
告
状
を
送
付
す
る

時
に
は
、併
せ
て
給
付
制
限
の
内
容
や
納
付
相
談
の
窓
口
を
周

知
し
て
い
ま
す
。納
付
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、分
割
納
付
な
ど

実
情
に
応
じ
た
支
払
方
法
を
提
示
す
る
な
ど
、弾
力
的
な
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
必
要
な
時
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、保
険
料
納
付
の
適
切
な
指
導
と
制
度
の
案
内
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
　
介
護
保
険
制
度
は
、共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、高
齢
者

の
介
護
を
40
歳
以
上
全
て
の
人
で
支
え
合
う
仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
、収
入
が
少
な
い
人
で
あ
っ
て
も
一
定
の
保
険
料
を
負
担

す
る
制
度
で
す
。

　
　
当
広
域
連
合
と
し
て
は
、介
護
保
険
料
の
設
定
に
あ
た
り
、

所
得
段
階
区
分
を
国
の
標
準
９
段
階
に
対
し
て
、
12
段
階
と
よ

り
き
め
細
か
い
設
定
と
し
て
い
る
こ
と
、平
成
27
年
度
か
ら
消

費
税
の
増
税
分
を
財
源
と
し
た
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
策

を
講
じ
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
は
、介
護
保
険
制
度
に
お
い
て

は
、生
計
維
持
者
の
収
入
の
大
幅
な
減
少
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、保
険
者
の
判
断
に
よ
り
減

免
で
き
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、現
時
点
で

は
、独
自
の
減
免
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
な
お
、国
の
方
針
で
は
、消
費
税
率
が
10
％
と
な
っ
た
際
に

は
、保
険
料
軽
減
の
対
象
を
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
に

拡
大
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
軽
減
策
が
確
実
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
議
員
の
視
察
研
修
報
告

　
去
る
11
月
16
日
・
17
日
に
、鈴
鹿
亀
山
地
区
広
域
連
合
お
よ

び
鈴
鹿
市
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
な
ら
び
に
三
重
中
央
開
発

株
式
会
社
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
鈴
鹿
亀
山
地
区
広
域
連
合
は
、鈴
鹿
市
・
亀
山
市
の
2
市
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、人
口
は
約
24
万
7
千
人
と
、当
広
域
連
合

圏
域
の
お
よ
そ
2
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
約
6
万
人
、高
齢
化
率
は
2
4.

0
2
％
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、構
成
市
そ

れ
ぞ
れ
の
市
域
を
単
位
と
し
て
、地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。管
内
の
介
護
保
険
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

構
成
市
の
意
向
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、住
民
主
体
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、老
人
ク
ラ
ブ
単
位
で

予
防
対
策
な
ど
を
行
い
、補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、参
考
と
な
る
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　
鈴
鹿
市
の
し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
に
収
集
量
の
状
況
は
、

平
成
8
年
度
の
収
集
量
を
1
0
0
と
し
た
場
合
、平
成
28
年
度

の
し
尿
収
集
量
は
7
，6
5
5
㎘
で
22
％
、浄
化
槽
汚
泥
は

4
3
，1
4
8
㎘
で
1
6
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
尿
の
収
集
量
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成

9
年
度
よ
り
し
尿
の
収
集
業
者
に
対
し
、合
理
化
事
業
計
画
に

基
づ
き
、し
尿
の
減
少
量
に
合
わ
せ
て
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
減
車

を
行
っ
て
い
ま
す
。減
車
に
対
し
て
は
、代
替
業
務
を
提
供
す
る

こ
と
で
対
応
し
、様
々
な
業
務
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。さ

か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
収

集
運
搬
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
参
考

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
重
中
央
開
発
株
式
会
社
で
は
、さ

か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
搬
出

さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
や
、災
害
時
に
発

生
す
る
災
害
廃
棄
物
な
ど
の
処
分
状

況
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、場
内
の
設

備
機
器
や
最
終
処
分
場
を
見
学
し
ま

し
た
。災
害
廃
棄
物
の
処
分
な
ど
に
つ

い
て
は
、今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Q1A1

▲待合室 洋室（イメージ）
　お通夜や葬儀を行えます。

◀待合室　和室
お通夜の宿泊や収骨を待つ間の食
事の場として利用できます。また、
法要などにも利用できます。

　
代
官
山
斎
苑
を
小
さ
な
お
葬
式
（
家
族
葬
な

ど
）
や
直
葬
の
会
場
と
し
て
、
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
葬
儀
社
を
通
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

鈴鹿市役所研修風景

67

棺・納棺料、祭壇料、式場使用料、
火葬料など

（直葬の場合、祭壇料は含まれていません）

〇上記金額は最低価格を表示しています。なお、式の内容により料金が変わる場合があります。
〇上記金額には僧侶や食事および寝具などの料金は含まれていません。
〇料金や式の内容などの詳しい内容はお気軽にお問い合わせください。



代
官
山
斎
苑
で

  

小
さ
な
お
葬
式
が
で
き
ま
す

〜
家
族
や
親
し
い
友
人
で
温
か
く
見
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
お
葬
式
の
形
〜

▲ロビー　　
休憩や収骨を待つ間などに利用
できます。

葬儀の種類

直葬の場合

お通夜・葬儀を行う場合

  94,000円～

192,000円～

料金（税別） 料金に含まれている主なもの

利用料金

問い合わせ先　代官山斎苑 ☎0776-81-9777
代
官
山
墓
地
使
用
者
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

          

か
ら
の
お
知
ら
せ

使
用
許
可
の
要
件

１ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず

れ
か
に
お
住
ま
い
の
人

２ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず

れ
か
に
本
籍
ま
た
は
墓
地
の
あ
る
人

使
用
料
と
維
持
費

使
用
者
お
よ
び
住
所
な
ど
の
変
更

　
墓
地
の
使
用
者
名
や
住
所
な
ど
に
変

更
が
あ
る
と
き
、
墓
地
の
使
用
許
可
証

を
紛
失
し
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

総
務
課
　
衛
生
係

　
　
☎
９
１
ー
３
３
０
８
（
直
通
）

※

使
用
許
可
の
要
件
２

に
該
当
す
る
人
は
、

こ
の
使
用
料
、
維
持

費
が
上
記
の
２
割

増
と
な
り
ま
す
。

※

使
用
料
は
、
永
代
使

用
料
で
す
。

※

維
持
費
に
つ
い
て

は
、
永
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。条
例
な
ど

の
変
更
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

37区画

57区画

平成29年11月20日現在

区画区分　    使 用 料  　 維 持 費 　残区画数

6.0㎡
（2ｍ×3ｍ）

4.0㎡
（2ｍ×2ｍ） 172,000円

228,000円

31,000円

37,000円

●
す
く
す
く
さ
か
い（
汚
泥
発
酵
肥
料
） 

　 

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

・
販
売
価
格
　
１
袋
税
込
１
０
０
円

 

内
容
量
15
㎏

 

（
１
人
５
袋
ま
で
）

・
配
布
日
時
　
毎
週
火
曜
日
、木
曜
日

 

９
時
〜
12
時

・
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の

 

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先
　
さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

 

坂
井
市
坂
井
町
今
井
一
ー

一

 

☎
７
２
ー
２
２
０
０

肥料の成分状況
（平成 29 年 8 月 23 日分析）

※窒素、リン、炭素窒素比の基準は
　あくまでも目安です。

成　　　分

窒　　　素

リ　　　ン

カ リ ウ ム

窒素炭素比

基　準　値

３.３％

４.７％

０.５％未満

５

測　定　値

４.３％

３.5％

０.２2％

５.6

第58回 広域連合議会定例会
　
第
58
回
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
11
月
1
日（
水
）に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、
6
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
お
よ
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、次
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
程
議
案
　

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
28
年
度
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）可
決

●
平
成
29
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）可
決

●
坂
井
地
区
広
域
連
合
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
質
問

♦
畑
野
　
麻
美
子 

議
員
♦

　
　 

介
護
保
険
料
滞
納
者
に
つ
い
て

　
　 

①
　
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
給
付
制
限
に
つ
い
て

　
　 

②
　
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
　

　
　 

広
域
連
合
長

①
　
介
護
保
険
制
度
で
は
被
保
険
者
間
の
公
平
を
図
る
た
め
、保
険
料
を
滞

納
し
た
場
合
は
、期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
の
一
部
を
制
限
し
ま
す
。

　
　
１
年
以
上
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、給
付
費
の
全
額
が
自
己
負
担
と
な

り
、そ
の
後
の
申
請
に
よ
り
給
付
費
を
償
還
す
る
措
置
を
行
い
ま
す
。平
成

28
年
度
中
に
14
件
の
償
還
払
い
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
、全
額

ま
た
は
分
割
納
付
に
よ
る
誓
約
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、償
還
払
い
を
実
行

し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、１
年
６
か
月
以
上
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、給
付
費
の
全
額
が
自

己
負
担
と
な
り
、償
還
申
請
後
に
償
還
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
滞
納

保
険
料
に
充
当
し
ま
す
。近
年
、こ
の
措
置
を
行
っ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
さ
ら
に
、２
年
以
上
滞
納
す
る
と
時
効
に
よ
り
保
険
料
徴
収
権
が
消
滅
す

る
た
め
、消
滅
期
間
に
応
じ
て
通
常
は
１
割
ま
た
は
２
割
の
自
己
負
担
割
合

が
３
割
に
な
る
と
と
も
に
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
給
付
を
制
限
す
る

措
置
を
行
い
ま
す
。平
成
28
年
度
中
に
11
件
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
給
付
制
限
は
、特
別
な
事
情
も
な
い
の
に
滞

納
し
て
い
る
者
に
対
す
る
処
分
で
あ
り
、保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
多
数
の
被
保
険
者
と
の
公
平
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
観
点
か
ら
、必
要
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
し
か
し
、給
付
制
限
の
適
用
を
受
け
、利
用
料
を
支
払
う
こ
と

で
生
活
が
困
窮
す
る
場
合
に
は
、給
付
制
限
の
解
除
な
ど
に
よ

り
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
制
度
で
は
、災
害
に
よ
り
住
宅
な
ど
に
著
し
い
損

害
を
受
け
た
場
合
な
ど
、特
別
な
事
情
が
あ
る
と
保
険
者
が
認

め
る
場
合
は
、通
常
ど
お
り
の
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。そ
れ
で
も
な
お
、経
済
的
に
困
窮
し
生
活
維

持
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、構
成
市
と
の
連
携
に
よ
り
生
活
相

談
に
応
じ
る
な
ど
、き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
来
は
、保
険
料
滞
納
者
を
給
付
制
限
に
至
ら
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、督
促
状
や
催
告
状
を
送
付
す
る

時
に
は
、併
せ
て
給
付
制
限
の
内
容
や
納
付
相
談
の
窓
口
を
周

知
し
て
い
ま
す
。納
付
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、分
割
納
付
な
ど

実
情
に
応
じ
た
支
払
方
法
を
提
示
す
る
な
ど
、弾
力
的
な
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
必
要
な
時
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、保
険
料
納
付
の
適
切
な
指
導
と
制
度
の
案
内
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
　
介
護
保
険
制
度
は
、共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、高
齢
者

の
介
護
を
40
歳
以
上
全
て
の
人
で
支
え
合
う
仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
、収
入
が
少
な
い
人
で
あ
っ
て
も
一
定
の
保
険
料
を
負
担

す
る
制
度
で
す
。

　
　
当
広
域
連
合
と
し
て
は
、介
護
保
険
料
の
設
定
に
あ
た
り
、

所
得
段
階
区
分
を
国
の
標
準
９
段
階
に
対
し
て
、
12
段
階
と
よ

り
き
め
細
か
い
設
定
と
し
て
い
る
こ
と
、平
成
27
年
度
か
ら
消

費
税
の
増
税
分
を
財
源
と
し
た
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
策

を
講
じ
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
は
、介
護
保
険
制
度
に
お
い
て

は
、生
計
維
持
者
の
収
入
の
大
幅
な
減
少
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、保
険
者
の
判
断
に
よ
り
減

免
で
き
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、現
時
点
で

は
、独
自
の
減
免
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
な
お
、国
の
方
針
で
は
、消
費
税
率
が
10
％
と
な
っ
た
際
に

は
、保
険
料
軽
減
の
対
象
を
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
に

拡
大
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
軽
減
策
が
確
実
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
議
員
の
視
察
研
修
報
告

　
去
る
11
月
16
日
・
17
日
に
、鈴
鹿
亀
山
地
区
広
域
連
合
お
よ

び
鈴
鹿
市
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
な
ら
び
に
三
重
中
央
開
発

株
式
会
社
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
鈴
鹿
亀
山
地
区
広
域
連
合
は
、鈴
鹿
市
・
亀
山
市
の
2
市
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、人
口
は
約
24
万
7
千
人
と
、当
広
域
連
合

圏
域
の
お
よ
そ
2
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
約
6
万
人
、高
齢
化
率
は
2
4.

0
2
％
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、構
成
市
そ

れ
ぞ
れ
の
市
域
を
単
位
と
し
て
、地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。管
内
の
介
護
保
険
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

構
成
市
の
意
向
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、住
民
主
体
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、老
人
ク
ラ
ブ
単
位
で

予
防
対
策
な
ど
を
行
い
、補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、参
考
と
な
る
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　
鈴
鹿
市
の
し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
に
収
集
量
の
状
況
は
、

平
成
8
年
度
の
収
集
量
を
1
0
0
と
し
た
場
合
、平
成
28
年
度

の
し
尿
収
集
量
は
7
，6
5
5
㎘
で
22
％
、浄
化
槽
汚
泥
は

4
3
，1
4
8
㎘
で
1
6
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
尿
の
収
集
量
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成

9
年
度
よ
り
し
尿
の
収
集
業
者
に
対
し
、合
理
化
事
業
計
画
に

基
づ
き
、し
尿
の
減
少
量
に
合
わ
せ
て
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
減
車

を
行
っ
て
い
ま
す
。減
車
に
対
し
て
は
、代
替
業
務
を
提
供
す
る

こ
と
で
対
応
し
、様
々
な
業
務
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。さ

か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
収

集
運
搬
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
参
考

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
重
中
央
開
発
株
式
会
社
で
は
、さ

か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
搬
出

さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
や
、災
害
時
に
発

生
す
る
災
害
廃
棄
物
な
ど
の
処
分
状

況
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、場
内
の
設

備
機
器
や
最
終
処
分
場
を
見
学
し
ま

し
た
。災
害
廃
棄
物
の
処
分
な
ど
に
つ

い
て
は
、今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Q1A1

▲待合室 洋室（イメージ）
　お通夜や葬儀を行えます。

◀待合室　和室
お通夜の宿泊や収骨を待つ間の食
事の場として利用できます。また、
法要などにも利用できます。

　
代
官
山
斎
苑
を
小
さ
な
お
葬
式
（
家
族
葬
な

ど
）
や
直
葬
の
会
場
と
し
て
、
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
葬
儀
社
を
通
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

鈴鹿市役所研修風景
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棺・納棺料、祭壇料、式場使用料、
火葬料など

（直葬の場合、祭壇料は含まれていません）

〇上記金額は最低価格を表示しています。なお、式の内容により料金が変わる場合があります。
〇上記金額には僧侶や食事および寝具などの料金は含まれていません。
〇料金や式の内容などの詳しい内容はお気軽にお問い合わせください。
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坂井地区広域連合
　
平
成
29
年
10
月
８
日
（
日
）
に
、
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
霞
の
郷
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
自
立
支
援
」
と
「
重
度
化
防
止
」
に
資

す
る
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

と
、
坂
井
地
区
全
体
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
あ

た
ご
研
究
所
の
後

藤
佳
苗
先
生
か
ら

講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
な
ど
に
所

属
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
約
110
名
が

参
加
し
、
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
な
が

ら
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、『
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
』
と
い
う
目
標
を
持

ち
、
実
現
の
た
め
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
選
ぶ
こ
と

で
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
生
活
の
設
計
図
。
自
立
し
た
生
活
を

続
け
る
た
め
に
、
目
標
や
希
望
を
積
極
的
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

坂
井
地
区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会（
第
１
回
）

〜
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
〜

ケ
ア
プ
ラ
ン
は

家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

お
任
せ
で
大
丈
夫
？
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 http://www.kouiki.sakai.fukui.jp

介護保険料の納期限は
第6期　　　　　　12月25日（月）
第7期　平成30年　 1月25日（木）
第8期　　　　　　  2月26日（月）

※納期限までに納めましょう。

編
集
後
記

　
自
分
が
高
齢
に
な
り
、
何
ら

か
の
理
由
で
自
宅
に
住
み
続
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
時
、
暮
ら
し

は
ど
う
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す

か
。
誰
で
も
、「
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に…

」
と
考
え
る
と
思

い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し

て
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
厳
寒
だ
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
て
、
良
い
新
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

（
Ｍ
ａ
）
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Content

（場所：坂井市春江町　京町ふれあい公館）（場所：坂井市春江町　京町ふれあい公館）

　加齢によって心身の活力が衰える「フレ
イル（虚弱）」の予防に向けフレイルチェック
が開催されました。地域の高齢者もサポー
ターも楽しく参加されていました。

（詳細は P4 ～Ｐ5）

ケアプラン作成を任せきりにしてしまうと・・・

「よくわからないから」と
いってケアプランの作成を
任せてしまう

改善したいことがはっき
りしないまま、介護サービ
スを受けてしまう

要介護度が上がってしまった…

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

あわら市    坂井市          計

139（-23）

132（-11）

433（+26)

221（-8）

195（+3）

250（-8）

172（-7）

1,542（-28）

410（-94）

376（-21）

1,126（+10）

625（-17）

517（+27）

706（-11）

473（+17）

4,233（-89）

549（-117）

508（-32）

1,559（+36）

846（-25）

712（+30）

956(-19）

645（+10）

5,775（-117）

（人）

（　）内は前年同月比(平成29年10月末現在)

認定者
5,775人

要支援１
9.5％
要支援１
9.5％

要支援2
8.8％
要支援2
8.8％

要介護1
27.0％
要介護1
27.0％

要介護2
14.6％
要介護2
14.6％

要介護3
12.3％
要介護3
12.3％

要介護4
16.6％
要介護4
16.6％

要介護5
11.2％
要介護5
11.2％

要介護等認定者数の状況

8

フレイル チェック中フレイル チェック中

立ち上がり測定中立ち上がり測定中


